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一
、
は
　
じ
　
め
　
に

従
来
、
中
近
世
の
仏
教
社
会
に
お
け
る
訓
読
の
あ
り
方
は
、
中
古
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
訓
読
の
古
い
形
を
承
け
伝
え
て
い
る
と
説
か
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
実
際
の
個
々
の
資
料
に
即
し
て
、
中
近
世
の
訓
読
の
具
体
的
な
実
態
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
は
末
だ
多
く
な
い
と

（1）

考
え
る
。

本
論
で
は
、
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
『
教
行
信
証
』
の
中
世
に
お
け
る
各
写
本
を
取
り
上
げ
て
、
訓
読
の
比
較
を
行
い
、
中
世
に
お
け
る

仏
教
社
会
の
訓
読
の
実
態
を
考
察
し
た
い
。
『
教
行
信
証
』
は
浄
土
真
宗
開
祖
親
鸞
の
撰
述
で
あ
り
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
重
要
な
教
典
の
一



つ
で
あ
る
。
そ
の
『
教
行
信
証
』
写
本
の
う
ち
、
高
田
慶
長
本
と
中
山
寺
本
は
、
奥
書
が
同
一
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
正
応
四
年
の
出
版
本
を

（2）

祖
本
と
す
る
非
常
に
近
い
系
統
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
両
者
の
奥
書
に
は
、
「
字
点
」
つ
ま
り
訓
点
を
変
更
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
注
記
が

存
す
る
。
奥
書
の
一
部
を
次
に
掲
げ
る
。

高
田
慶
長
本
・
化
巻
末
奥
書
／
中
山
寺
本
・
化
巻
末
奥
書
（
訓
点
等
は
省
略
し
た
傍
線
は
論
者
に
よ
る
）

「
（
中
略
）
庶
幾
後
生
勿
令
加
減
於
字
点
臭
本
云
千
時
正
応
四
年
五
月
始
之
同
八
月
上
旬
終
功
畢
」

こ
の
奥
書
か
ら
考
え
て
、
一
般
的
に
は
そ
の
内
容
を
承
け
伝
え
る
際
に
は
、
訓
点
も
忠
実
に
写
さ
れ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、

（3）

先
学
の
論
に
お
い
て
、
中
世
の
各
写
本
類
の
相
互
に
は
本
文
を
初
め
と
し
て
訓
点
に
差
が
存
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
、

訓
読
が
変
わ
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『
教
行
信
証
』
坂
東
本
は
長
い
期
間
親
鸞
自
身
に
よ
っ
て
推
敲
さ
れ
た
た
め
に
、
そ
の
期
間
に

幾
度
か
書
写
さ
れ
、
そ
こ
で
生
じ
た
系
統
に
も
訓
読
の
差
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
論
で
は
、
こ
の
系
統
に
よ
る
訓
読
の
差
以

外
に
、
諸
本
の
書
写
が
な
さ
れ
て
い
く
間
に
生
ま
れ
た
訓
読
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
、
中
世
仏
教
社
会
の
訓
読
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

又
、
資
料
の
選
定
に
つ
い
て
付
言
す
る
と
、
中
世
に
書
写
さ
れ
た
写
本
間
で
訓
読
の
変
化
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
、
視
本
の
成
立
が
新
し
い
中
世
期
の
写
本
に
つ
い
て
訓
読
の
差
が
現
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
差
は
中
世
の
訓
読
の
変
化
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
祖
本
の
成
立
が
古
く
、
平
安
期
や
そ
れ
以
前
の
資
料
に
つ
い
て
訓
読
の
差
が
現
れ
た
場
合
、
そ
の
差
の
中
か
ら
中

世
の
訓
読
の
変
化
を
抽
出
す
る
に
は
様
々
な
問
題
を
伴
う
。
書
写
移
点
時
に
平
安
期
や
そ
れ
以
前
の
点
本
を
参
看
し
た
可
能
性
が
存
す
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
各
写
本
を
比
較
し
、
中
世
に
お
け
る
訓
読
の
変
化
を
指
摘
し
ょ
う
と
す
る
と
き
に
、
出
来
る
限
り
成
立
の
新
し
い
資

料
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
以
上
の
点
か
ら
鎌
倉
時
代
に
日
本
人
が
書
い
た
漢
文
で
ほ
ぼ
同
時
期
に
訓
点
が
施
さ
れ
た
『
数
行
信

証
』
を
対
象
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

方
法
と
し
て
は
、
先
ず
時
代
的
に
隔
た
り
の
あ
る
二
資
料
の
間
で
訓
読
の
比
較
を
試
み
る
。
一
資
料
は
、
親
鸞
自
筆
と
さ
れ
る
坂
東
本
で

あ
る
。
比
較
の
資
料
と
し
て
、
中
世
末
期
書
写
資
料
で
あ
る
高
田
慶
長
本
を
取
り
上
げ
る
。
両
本
と
も
に
書
写
さ
れ
た
時
代
が
特
定
出
来
、

中
世
に
お
け
る
　
『
数
行
信
証
』
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同
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二
五
四

中
世
に
お
い
て
書
写
年
代
に
隔
た
り
が
あ
る
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
こ
の
二
資
料
の
間
で
如
何
な
る
箇
所
に
訓
読
の
異
同
が
見
ら
れ
る

（4）

か
を
巻
二
に
お
い
て
整
理
す
る
。
続
い
て
本
論
で
は
、
右
の
比
較
で
顕
著
な
異
同
を
示
す
「
者
」
字
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
他
の
写
本
で
も

、5、

同
様
に
異
同
が
存
す
る
か
否
か
を
探
る
。
そ
の
結
果
と
、
同
一
の
祖
本
を
有
す
る
写
本
ど
う
し
の
訓
読
の
比
較
に
よ
っ
て
、
『
教
行
信
証
』
の

訓
読
で
は
い
か
な
る
表
現
に
お
い
て
変
化
が
現
れ
易
い
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

二
、
考
察
対
象
資
料
に
つ
い
て

（6）

以
下
に
本
論
に
取
り
上
げ
た
諸
本
の
奥
書
を
掲
げ
る
。
尚
、
各
写
本
の
分
類
名
、
書
写
年
代
の
推
定
は
重
見
一
行
氏
の
指
摘
に
従
っ
た
。

奥
書
に
お
い
て
改
行
は
特
に
示
し
て
い
な
い
。

坂
東
本
　
　
　
（
大
谷
本
願
寺
蔵
）
　
（
一
二
六
二
年
以
前
写
）

行
巻
奥
　
「
弘
安
睦
美
未
二
月
二
日
釈
明
性
譲
預
之
（
以
下
切
断
）
」

化
巻
末
奥
「
弘
安
陸
突
末
二
月
二
日
釈
明
性
譲
預
之
　
沙
門
性
信
（
花
押
）
」

真
宗
寺
本
　
　
（
新
潟
市
西
堀
通
真
宗
寺
蔵
）
　
（
一
四
二
五
年
写
）

化
巻
末
奥
「
今
此
数
行
証
者
祖
師
親
鸞
法
師
選
述
也
立
章
於
六
篇
調
巻
於
六
軸
皆
引
経
論
真
文
各
備
往
生
潤
色
誠
是
真
宗
紹
隆
之
鴻
基

実
教
流
布
之
淵
源
末
世
相
応
之
自
足
即
往
安
楽
之
指
南
也
應
永
冊
二
年
十
月
廿
八
日
奉
書
写
之
畢
」

文
明
本

教
巻
奥

（
山
口
県
美
称
郡
秋
芳
町
明
厳
寺
蔵
）
　
（
一
四
七
〇
年
写
）

「
本
云
寛
元
五
年
二
月
五
日
以
善
信
聖
人
御
真
筆
秘
本
加
書
写
校
合
託
霜
謁
等
　
隠
倫
尊
蓮
箭
猷
畑
七
十
五
歳
也
」



化
巻
末
奥
「
今
此
数
行
証
者
祖
師
親
鸞
法
師
選
述
也
立
章
於
六
扁
調
巻
於
六
軸
皆
引
経
論
真
文
各
備
往
生
潤
色
誠
是
真
宗
紹
隆
之
鴻
基

実
教
流
布
之
淵
源
末
世
相
応
之
自
足
即
往
安
楽
之
指
南
也
而
去
弘
安
六
暦
歳
次
発
末
春
千
時
正
応
四
年
五
月
始
之
同
八
月
上

旬
終
功
畢
文
明
二
年
庚
寅
九
月
上
旬
於
河
州
書
写
畢
錐
悪
筆
為
仏
法
興
隆
結
線
値
遇
如
形
馳
筆
後
見
嘲
千
悔
々
々
錐
有
文
字

不
審
如
本
写
畢
」

高
田
慶
長
本
　
（
三
重
県
津
市
一
身
田
町
専
修
寺
蔵
）
（
〓
ハ
〇
〇
年
写
）

化
巻
本
表
紙
見
返
し
「
惣
外
題
ト
教
ノ
巻
ト
此
ノ
化
身
土
二
巻
ハ
尭
秀
上
人
御
筆
也
」
（
教
巻
見
返
し
に
も
同
様
の
記
述
あ
り
）

信
巻
末
奥
「
時
慶
長
第
五
聖
暦
竜
集
庚
子
初
春
中
旬
八
日
本
寺
依
当
門
跡
尭
真
様
尊
命
不
顧
老
筆
拙
書
之
汗
顔
々
々
　
信
楽
院
慶
忍
七

十
歳
」

証
巻
奥
　
「
御
本
寺
依
　
当
門
跡
様
尊
命
拭
老
眼
書
之
慶
長
第
五
聖
暦
竜
集
庚
子
林
鐘
廿
八
日
信
楽
院
七
十
歳
」

化
巻
末
奥
「
（
中
略
）
庶
幾
後
生
勿
令
加
減
於
字
点
央
本
云
千
時
正
応
四
年
五
月
始
之
同
八
月
上
旬
終
功
畢
」

（
引
用
に
際
し
て
は
訓
点
等
を
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
）

中
山
寺
本
　
　
（
三
重
県
四
日
市
市
南
小
松
町
中
山
寺
蔵
）
（
〓
ハ
○
○
年
頃
写
）

証
巻
奥
　
「
右
本
末
八
巻
之
御
吉
相
州
高
座
郡
深
見
郷
沢
柳
村
長
雲
山
善
徳
専
　
権
律
師
栄
存
在
」

化
巻
末
奥
「
（
中
略
）
庶
幾
後
生
勿
令
加
減
於
字
点
臭
本
云
千
時
正
応
四
年
五
月
始
之
同
八
月
上
旬
終
功
畢
」

寿
福
院
本
　
　
（
三
重
県
鈴
鹿
市
三
日
市
寿
福
院
蔵
）
（
室
町
時
代
写
）
（
奥
書
な
し
）

中
世
に
お
け
る
『
数
行
信
証
』
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同
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蓮
寺
本
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五
六

（
滋
賀
県
草
津
市
上
寺
町
西
蓮
寺
蔵
）
　
（
室
町
時
代
写
　
教
行
巻
後
補
　
信
巻
本
以
下
は
南
北
朝
時
代
写
）
　
（
奥
書
な
し
）

高
田
室
町
末
期
本
（
三
重
県
津
市
一
身
田
町
専
修
寺
蔵
）
　
（
高
田
慶
長
本
と
同
時
頃
書
写
か
）
　
（
化
巻
末
奥
に
高
田
慶
長
本
と
同
様
の
奥
書
あ
り
）

坂
東
本
の
奥
書
か
ら
は
、
性
信
な
る
人
物
が
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
に
自
筆
本
を
譲
り
受
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
先
学
の
論
に
よ
る
と

（7）

草
稿
本
で
あ
る
坂
東
本
は
、
親
鸞
が
長
年
に
わ
た
り
手
を
加
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
状
態
に
到
っ
た
の
は
、
親
鸞
入
滅
弘
長
二
年
二

二
六
二
）
以
前
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
真
宗
寺
本
は
、
応
永
三
十
二
年
（
一
四
二
五
）
写
で
あ
る
。
返
点
の
様
相
か
ら
も
室
町
時
代
初
期
の
加

点
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
文
明
本
は
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
写
で
あ
る
。
返
点
の
様
相
や
、
奥
書
の
「
錐
有
文
字
不
審
如
本
写
畢
」

と
い
っ
た
記
述
な
ど
か
ら
訓
点
も
同
時
代
に
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
高
田
慶
長
本
（
以
下
慶
長
本
と
呼
ぶ
）
は
慶
長
五
年
（
〓
ハ
○
○
）

写
で
あ
る
。
本
文
が
複
数
の
人
物
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
訓
も
筆
跡
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
加
点
も
同
時
期
に
な
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
検
討
に
用
い
た
寿
福
院
本
、
西
蓮
寺
本
は
室
町
時
代
写
、
中
山
寺
本
、
高
田
室
町
末
期
本
は
慶
長
本
と

（8）

ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
書
写
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

次
に
、
『
教
行
信
託
』
　
の
各
写
本
の
系
統
に
つ
い
て
先
学
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（9）

重
見
一
行
氏
は
　
『
教
行
信
証
』
　
の
写
本
の
系
統
に
つ
い
て
以
下
の
点
を
指
摘
さ
れ
た
。

一
、
系
統
の
分
類
は
、
大
ま
か
に
は
分
冊
数
で
判
明
す
る
。

一
、
一
つ
は
六
冊
本
系
統
、
一
つ
は
正
応
四
年
の
出
版
本
を
原
本
と
す
る
八
冊
本
系
統
。

一
、
六
冊
本
形
態
の
写
本
が
、
次
第
に
八
冊
本
形
態
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
、
親
鸞
自
筆
の
坂
東
本
は
、
幾
度
か
改
訂
を
行
っ
て
い
る
。



一
、
六
新
本
の
中
に
は
、
坂
東
本
の
幾
つ
か
の
改
訂
時
期
ご
と
に
生
ま
れ
た
異
な
る
書
写
本
が
あ
る
。

以
上
を
指
摘
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
系
統
を
分
類
さ
れ
て
い
る
。

六
冊
本
系
　
a
坂
東
本
系
　
b
専
修
寺
本
系
　
C
西
本
願
寺
本
系
　
J
存
覚
本
系
　
e
大
楽
寺
本
系
　
f
そ
の
他

八
冊
本
系
　
g
高
田
系
　
h
本
願
寺
系

先
ず
、
こ
れ
ら
の
系
統
毎
に
訓
読
の
異
同
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
論
第
四
節
で
述
べ
る
検
討
よ
り
、
系
統
と
訓
読
の
関
係
は
必
ず

し
も
緊
密
で
は
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
適
時
的
に
配
列
し
た
資
料
間
に
見
ら
れ
る
異
同
を
解
釈
す
る
際
に
、
系
統
ご
と
に
訓

読
が
異
な
る
と
い
う
観
点
を
導
入
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
有
効
で
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
今
回
は
書
写
年
の
判
明
す
る
写
本
を
適
時

的
に
配
列
し
、
系
統
間
の
差
と
い
う
観
点
を
除
い
て
比
較
を
行
っ
た
。

三
、
坂
東
本
『
数
行
信
証
』
と
高
田
慶
長
本
『
数
行
信
証
』
　
二
資
料
の
比
較

先
ず
、
坂
東
本
と
慶
長
本
の
巻
二
に
お
け
る
訓
読
の
異
同
を
概
観
し
、
異
同
と
し
て
現
れ
る
事
象
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

1
、
実
字
の
訓
読
の
異
同

表
一
　
『
敏
行
信
証
』
巷
二
に
お
け
る
二
資
料
間
の
実
字
の
訓
読
の
異
同
一
覧

14 43 91
坂

東
本

所
在
（頁
）
（行
）

7 7 5

明 聞 聞
漢
字

（ァ
キ
ラ
ヵ

ケ

（

坂

ナ
リ

東

「 本）
＿

サ
ヮ
ル

キ
‾
シ コ

）
テ 」 へ

（ァ
キ
ラ
）
ヶ

カ
タ
ル
コ

（キ

慶

長

本

シ ト ）
ヵ

中
世
に
お
け
る
『
教
行
信
証
』
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同

注
　
和
訓
に
お
け
る
、
は
踊
り
字

和
訓
の
（
　
）
は
補
読

和
訓
の
「
　
」
は
左
傍
訓

二
五
七
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621 321 711 311 311 301 59 98 88 88 28 18 08 77 96 6仁U 06 24

1 3

．

1 6 5 5 6 6 5 3 4 6 7 8 5 5 4 4

渉 従 行 自 自 弛 脱 甘
居
士

呼
吸

借
間

借
間 開 自 何 倒 構 退

セ

ゥ
「
ヤ

ゥ

ヨ

（
ユ

オ

ノ
ッ

ヵ

オ

ノ
ッ

ヵ

ナ
ヶ

ゥ

テ

ヌ
ヵ

ア

マ

オ

ト

コ
ナ
リ

「
ヰ

ル
コ
キ ト

シ
ャ

ク
ト

フ
（ヒ

ラ

オ

ノ
ッ

ヵ

（ィ

ヵ

タ

フ
シ

ホ

（
タ

ヤ ）
ク

ヒ
「

ヵ ）
ク

）
ナ

ル

ヽ
イ
）ク

」
．

‖
ノ こ ラ ラ ヽ レIノ ク

ト
」

ウ フ
リ
」

カ ラ レlノ ニ シ セ

セ

ゥ
「

ヮ

（
シ
タ
ヵ

ア

ル （

ナ
ヶ

ヌ
（ダ

小

ア

マ

コ

コ
キ
ゥ
「
ィ

ッ
ル
ィ

キ

ィ

ル
シ

（
シ
ャ

ク

モ
、

（
ァ
）
ク

ミ

（
ッ
ヵ
ラ
）
「
ヲ
ノ

ッ
（ナ

、

タ

ヲ

ル

、 シ

シ
＝
ノタ

ル
」

ヒ
）
テ

キ

ニ

ヨ
）

リ
ヨ
＝
ノ

テ

、

ソ
）
シ

ネ

タ

イ
キ
」

ヤ

ク

ン
）

ス
ル
ヵ

カ
ラ

」

ン
）
ノ

コ
ト

ホ
＝
ノ

ソ

ク
′

二
五
八

坂
東
本
は
「
親
鸞
聖
人
未
踏
集
成
』
巻
一
に
よ
る

所
在
の
数
字
は
頁
数
と
行
数



断

右
の
表
一
は
、
坂
東
本
と
慶
長
本
と
の
同
一
箇
所
の
実
字
の
訓
読
の
異
同
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
欄
上
か
ら
坂
東
本
の
所
在
位
置
、

当
該
漢
字
、
坂
東
本
に
お
け
る
訓
、
慶
長
本
に
お
け
る
訓
を
示
す
。
こ
の
表
よ
り
、
二
資
料
に
お
け
る
実
字
の
訓
読
の
異
同
は
、
二
十
四
例

に
な
る
こ
と
が
わ
か
り
、
実
字
の
訓
読
に
つ
い
て
、
慶
長
本
の
訓
読
が
坂
東
本
と
全
同
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
異
同
が
何

故
生
じ
た
の
か
に
つ
い
て
、
更
に
調
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

2
、
実
字
の
訓
読
以
外
の
異
同

表
〓
　
『
敏
行
信
証
』
巻
二
に
お
け
る
二
資
料
間
の
訓
読
の
異
同
一
覧

助 の
項
目動

詞

ヌ ツ キ ベ
シ

ン ム 単
語

・
漢
字

…
用
例
数

1 1 1 11 ＊ 11
坂
東
本

＊ ＊ ＊ ＊ 6 3
慶
長
本

慶 慶 慶 慶 慶 慶 量
少 少 少 少 少 少 的

傾
向

注
　
「
慶
少
」
は
坂
東
本
よ
り
慶
長
本
の
語
数
が
少
な
い
項
目

「
坂
塵
同
」
は
坂
東
本
と
慶
長
本
に
同
じ
異
同
数
が
存
す
る
項
目

立
的
傾
向
の
空
欄
は
慶
長
本
よ
り
坂
東
本
の
語
数
が
少
な
い
項
目

＊
は
用
例
が
存
し
な
い
項
目

中
世
に
お
け
る
『
教
行
信
証
』
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同

二
五
九
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二
六
〇

そ 助
の
他

詞

モ
ノ

コ
ト

テ ヾノ ヤ カ ゾ ＼ノ シ
テ

ヨ
＝ノ

ト こ ヲ ノ ナ
リ

シ
ム

レt′′
タ
＝
ノ

リ

1 2 3 7 3 5 1 2 ＊ 1 3 3 3 4 6 7 1 ＊ 9

＊ 4 8 3 3 1 ＊ 9 2 ＊ 3 2 1 1 3 ＊ ＊ 1 4

慶 慶 坂 慶 慶 慶 坂 慶 慶 慶 慶 慶 慶 慶
少 少 慶

同
少 少 少 慶

同
少 少 少 少 少 少 少



実
字

の
訓

読

助
字

に
関

す

る
訓
社

1

将 令 乎 於 者 タ

テ

マ
ッ

ル

タ

マ
フ

ノ
タ

マ
フ

イ

フ
ス

42 1 1 2 12 71

＊ ＊ 1 1

「l

1

2 5 ＊ 2 ＊

慶
少

慶
少

表
二
は
、
坂
東
本
と
慶
長
本
と
の
同
一
箇
所
の
助
字
と
読
添
語
を
中
心
と
す
る
訓
読
の
異
同
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
右
か
ら
、
読
添

語
の
異
同
数
、
助
字
に
関
す
る
訓
読
の
異
同
数
、
先
に
示
し
た
実
字
の
訓
読
の
異
同
数
、
と
い
う
順
で
示
し
た
。
読
添
語
に
つ
い
て
は
単
語

ご
と
に
板
東
本
と
慶
長
本
で
の
数
の
違
い
を
示
し
た
。
用
例
の
集
計
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
読
添
語
の
異
同
の
数
は
、
当
該
助
動
詞
や
助
詞

が
、
一
方
に
の
み
存
し
て
、
他
方
に
な
い
と
き
に
、
異
同
の
一
用
例
と
し
た
。

例
え
ば
、

シ

タ

マ

フ

ヘ

シ

ト

　

　

ヲ

摂
二
受
　
　
　
弟
子
l
　
（
6
9
・
3
）
　
（
坂
東
本
）

シ

タ

マ

ヘ

リ

　

　

ヲ

摂
二
受
　
　
弟
子
一
（
2
9
オ
3
）
　
（
慶
長
本
）
　
（
数
字
は
丁
行
数
）

中
世
に
お
け
る
『
数
行
信
証
』
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同

二
六
一
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二
六
二

に
つ
い
て
は
、
坂
東
本
に
「
ベ
シ
」
が
一
例
存
す
る
が
、
慶
長
本
に
は
存
し
な
い
。
こ
の
場
合
、
坂
東
本
に
「
ベ
シ
」
を
一
例
計
上
す
る
。

一
方
、
慶
長
本
に
「
リ
」
が
一
例
存
す
る
が
、
坂
東
本
に
は
存
し
な
い
。
こ
の
場
合
、
慶
長
本
に
「
リ
」
を
一
例
計
上
す
る
。

こ
の
よ
う
に
集
計
し
た
も
の
が
表
二
で
あ
る
。
表
中
、
助
動
詞
は
異
な
り
十
一
語
、
助
詞
は
異
な
り
十
二
語
、
形
式
語
は
異
な
り
七
語
に

わ
た
っ
て
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
異
同
の
延
べ
語
数
は
、
本
資
料
中
に
使
用
さ
れ
た
各
助
動
詞
や
助
詞
の
延
べ
語
数
に
比
し
て
極
め
て

少
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
表
中
に
は
示
し
て
い
な
い
が
、
例
え
ば
坂
東
本
に
お
い
て
「
リ
」
は
巻
二
全
体
で
は
百
十
六
例
存
し
、
そ
の
中
で

異
同
は
九
例
で
あ
る
。
異
同
の
現
れ
る
比
率
は
七
・
七
％
と
延
べ
語
数
の
一
割
に
満
た
な
い
。

又
、
異
同
の
多
寡
に
注
目
し
た
も
の
が
、
表
中
の
「
量
的
傾
向
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
助
動
詞
に
関
し
て
坂
東
本
に
見
ら
れ
た
も

の
で
慶
長
本
で
は
減
少
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
助
動
詞
の
異
な
り
数
が
、
慶
長
本
で
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

表
二
の
異
同
の
具
体
例
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
読
添
語
の
助
動
詞
「
ム
」
や
「
リ
」
の
異
同
と
し
て
左
の
如
き
例
が
あ
る
。

マ
シ
マ
ス
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ヨ
ト
　
　
　
　
　
ヲ

一里Ⅷ

上
段
の
用
例
は
、

勝
益
一
（
7
0
・
8
）
　
（
坂
東
本
）

ニ

勝
益
】
　
（
3
0
オ
3
）
　
（
慶
長
本
）

生
一
（
6
9
・
2
）
　
（
坂
東
本
）

プ
ノ

生
一
（
2
9
オ
3
）
　
（
慶
長
本
）

坂
東
本
が
動
詞
の
み
の
と
こ
ろ
、
慶
長
本
は
動
詞
に
助
動
詞
「
ム
」
を
読
添
え
て
い
る
。
下
段
の
用
例
は
、
坂
東
本
が

動
詞
の
命
令
形
で
文
を
終
え
る
と
こ
ろ
、
慶
長
本
は
助
動
詞
「
リ
」
を
読
添
え
て
い
る
。

次
に
、
助
字
に
関
す
る
訓
読
の
異
同
例
に
つ
い
て
述
べ
る
。

先
ず
、
「
者
」
字
は
、
巻
二
以
外
も
含
め
る
と
、
『
数
行
信
証
』
中
最
も
異
同
の
用
例
数
が
多
く
、
担
っ
て
い
る
用
法
も
複
数
存
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
用
法
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。
用
例
は
後
述
す
る
。

「
於
」
字
は
、
目
的
格
を
示
し
、
不
読
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
用
法
に
お
い
て
異
同
が
存
す
る
。
左
の
用
例
の
如
く
、
坂
東
本
で
は
「
於
」
字

に
直
接
、
助
詞
の
加
点
を
し
て
い
る
が
、
同
じ
箇
所
を
慶
長
本
で
は
不
読
に
し
て
い
る
。



タ
H
ノ
　
　
ヨ
リ

出
∴
於
l
大

タ
リ

出
二
於
大

悲
願
一
（
1
5
・
6
）
　
（
坂
東
本
）

ノ

　

ニ

悲
願
一
（
1
ウ
1
）
　
（
慶
長
本
）

ナ

シ

ト

ル

ハ

　

　

セ

　

ヲ

カ

レ

美
玉
不
÷
称
嘆
於
二
彼
一
（
1
7
・
5
）
　
（
坂
東
本
）

セ

　

　

　

レ

ヲ

莫
レ
不
l
ニ
称
二
嘆
於
彼
一
（
2
オ
6
）
　
（
慶
長
本
）

「
乎
」
字
も
、
「
於
」
字
と
同
様
に
目
的
格
を
示
す
用
法
に
お
い
て
異
同
を
示
す
例
が
あ
る
。

ム
ヤ
　
ヲ

求
∴
乎
∴
法

メ
ム

求
二
乎
法

身
一
（
7
6
・
8
）
　
（
坂
東
本
）

身
一
（
3
4
オ
5
）
　
（
慶
長
本
）

令
．
H
我
名

令
三
我
名

「
令
」
字
は
、
こ
の
字
を
使
役
の
助
字
と
し
て
使
う
場
合
、
そ
の
使
役
構
文
の
読
添
語
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。
「
～
ヲ
モ
テ
～
シ
メ
ム
」
と

「
～
シ
テ
～
シ
メ
ム
」
と
い
う
違
い
で
あ
る
。

メ

ム

カ

　

　

ヲ

モ

テ

　

ヘ

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

こ

「
令
H
我
名
字
　
皆
聞
l
l
八
方
上
下
無
央
数
仏
国
一
（
1
9
・
5
）
　
（
板
東
本
）

シ

テ

　

ナ

　

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

こ

字
　
皆
聞
二
八
方
上
下
無
央
数
仏
国
二
3
オ
5
）
　
（
慶
長
本
）

「
将
」
字
に
つ
い
て
は
坂
東
本
で
は
再
読
し
て
い
る
が
、
慶
長
本
で
は
再
読
し
て
い
な
い
例
が
あ
る
。

獣
借
t
l
世
軋
一
匹
‥
鼠
つ
一
切
生
老
熟
二
聖
1
）
（
板
東
本
）

シ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

告
下
作
二
世
専
一
将
度
巾
一
切
生
老
死
上
（
6
ウ
3
）
　
（
慶
長
本
）

テ
　
　
　
　
　
ト
　
　
サ
ニ
　
セ
ン
ト
ス

シ

尚
、
表
二
に
は
含
め
な
か
っ
た
が
、
返
点
の
形
態
や
仮
名
遣
い
等
、
表
記
上
の
異
同
が
多
数
存
す
る
。
例
え
ば
、

中
世
に
お
け
る
『
数
行
信
証
』
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同
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一

　

ノ

為
l
一
衆
一
（
1
6
・
6
）
　
（
坂
東
本
）

こ

　

ノ

為
レ
衆
　
（
2
ウ
1
）
　
（
慶
長
本
）

何
′
・
「

ソ
　
サ
ン

何
在

ヤ邪
（
9
3
・
6
）
　
（
坂
東
本
）

ヤ耶
　
（
4
4
オ
4
）
　
（
慶
長
本
）

二
六
四

の
如
き
一
・
二
点
と
レ
点
と
い
っ
た
違
い
や
「
ム
」
と
「
ン
」
と
い
っ
た
仮
名
遣
い
の
違
い
等
で
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
の
対
象
か
ら
は
除

い
た
。二

資
料
の
比
較
の
結
果
、
実
字
や
助
字
や
読
添
語
の
訓
読
な
ど
に
、
異
同
を
兄
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
訓
読
語
全
体
の
言
語

量
に
比
す
る
と
異
同
の
出
現
箇
所
は
そ
の
一
部
で
し
か
な
い
。

調
査
の
結
果
、
異
同
の
見
ら
れ
た
事
象
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
と
以
下
の
三
点
に
な
る
。

一
、
「
者
」
「
於
」
「
乎
」
「
将
」
字
等
の
助
字
に
関
す
る
訓
読
の
異
同

二
、
実
字
の
訓
読
の
異
同

三
、
読
添
語
の
異
な
り
語
数
の
減
少

（10）

三
は
既
に
先
学
に
指
摘
が
あ
る
。
本
論
で
は
、
助
字
の
項
目
に
含
ま
れ
る
「
者
」
字
に
関
す
る
訓
読
を
取
り
上
げ
て
、
以
下
に
、
中
世
の

各
写
本
間
に
お
い
て
い
か
な
る
異
同
が
兄
い
だ
さ
れ
る
か
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
諸
本
に
お
け
る
「
者
」
字
に
関
す
る
訓
読
の
異
同
に
つ
い
て

先
の
第
二
節
に
示
し
た
諸
本
の
間
で
「
者
」
字
に
関
す
る
訓
読
を
取
り
上
げ
、
検
討
す
る
。
こ
こ
で
扱
う
諸
本
と
は
、
坂
東
本
、
真
宗
寺

本
、
文
明
本
、
慶
長
本
の
四
資
料
と
、
適
宜
書
写
年
代
が
詳
細
に
は
判
明
し
て
い
な
い
資
料
も
用
い
る
。

「
者
」
字
に
関
す
る
訓
読
を
整
理
す
る
と
、
提
示
説
明
の
表
現
に
使
わ
れ
る
も
の
、
事
物
を
指
示
す
る
表
現
に
使
わ
れ
る
も
の
、
接
続
の
表

現
に
使
わ
れ
る
も
の
、
そ
の
他
の
四
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
各
分
類
項
目
毎
に
、
時
間
的
に
後
に
書
写
さ
れ
た
資
料
に
な
る
ほ
ど
坂
東
本
と
は



異
な
る
訓
読
の
出
現
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
巻
二
に
限
ら
ず
各
巻
に
見
出
さ
れ
る
。
以
下
に
そ
の
例
を
示
し
、
考
察
を
加
え
る
。

提
示
説
明
の
表
現
と
は
、
「
者
」
字
に
助
詞
「
ハ
」
が
付
訓
さ
れ
、
他
と
区
別
し
て
強
調
す
る
働
き
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
（
「
者
」

字
の
傍
線
は
論
者
に
よ
る
）

ノ
　
　
　
、
ン
メ
タ
マ
フ
オ
　
セ
　
ー
レ
ー
　
　
　
　
　
　
ス

仏
道
∴

ノ
　
シ
メ
エ
ヲ

仏
遺
レ

ノ
　
　
メ
r
－
フ

仏
遺
．
レ

ノ
　
シ
メ
ク
マ
ウ
ヲ

仏
道
レア

バ

行
【
者
即
行
（
1
9
・
7
）
　
（
板
東
本
）

セ

レ

ー

　

　

ス

行
者
即
行
（
1
0
オ
1
）
　
（
真
宗
寺
本
・
信
巻
本
）

セ

♭

い

　

ス

行
者
即
行
（
1
0
オ
1
）
　
（
文
明
本
・
信
巻
本
）

セ
l
い
－

行
者
即
行
（
1
0
オ
3
）
　
（
慶
長
本
・
信
巻
本
）

右
の
例
で
は
、
加
点
年
次
が
最
も
降
る
慶
長
本
に
「
者
」
字
の
別
訓
と
し
て
、

助
詞
「
ハ
」
を
直
接
に
付
訓
し
て
い
な
い
例
が
見
ら
れ
る
。

ス

　

ミ

　

　

ヨ

リ

ス

ル

ヲ

　

　

　

ヲ

．

レ

ー

　

　

　

　

テ

　

ル

　

　

　

　

　

　

　

ス

ル

ヲ

不
五
見
∴
伊
蘭
生
二
栴
檀
樹
一
者
∴
我
今
始
見
下
従
二
伊
蘭
子
l
生
中
～
（
1
4
3
・
2
）
　
（
板
東
本
）

ス

　

ミ

　

　

ヨ

リ

ス

ル

　

　

　

ヲ

し

ヲ

　

　

ハ

テ

ル

　

　

　

　

　

　

ス

ル

ヲ

不
見
丁
伊
蘭
生
二
栴
檀
樹
l
者
上
我
今
始
見
下
従
二
伊
蘭
子
一
生
申
～
（
3
9
ウ
2
）
　
（
真
宗
寺
本
・
信
巻
末
）

ス

　

ミ

　

　

ヨ

リ

ル

　

　

　

　

ヲ

．

，

レ

ヲ

　

　

　

テ

　

ル

　

　

　

　

　

　

ス

ル

ヲ

不
レ
見
丁
伊
蘭
生
l
l
栴
檀
樹
一
者
上
我
今
始
見
下
従
二
伊
蘭
子
一
生
巾
～
（
3
9
ウ
2
）
　
（
文
明
本
・
信
巻
末
）

ス

　

　

　

　

ヨ

リ

ス

ル

ヲ

　

　

ノ

　

ヲ

　

ー

　

　

　

　

テ

　

ル

　

　

　

　

　

　

　

ス

ル

ヲ

不
レ
見
「
伊
蘭
生
二
栴
檀
樹
一
者
　
我
今
始
見
下
従
二
伊
蘭
子
l
生
中
～
（
3
9
ウ
2
）
　
（
慶
長
本
・
信
巻
末
）

右
の
例
で
は
、
坂
東
本
で
「
者
」
字
に
「
バ
」
と
付
訓
す
る
の
に
対
し
、
真
宗
寺
本
と
文
明
本
と
で
は
「
（
モ
）
ノ
ヲ
」
と
付
訓
し
て
「
者
」

中
世
に
お
け
る
『
敢
行
信
証
』
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

字
を
詞
訓
と
し
て
訓
ん
で
い
る
。

エ

ム

　

ニ

　

ク

　

ヲ

l

l

け

又
火
焔
常
焼
二
道
【
者
即
（
3
3
・
5
）
　
（
板
東
本
）

エ

ン

　

　

ヤ

ク

ト

ヲ

l

l

レ

又
火
焔
常
焼
レ
道
者
即
（
1
8
オ
4
）
　
（
真
宗
寺
本
・
信
巻
本
）

ホ
ノ
ヲ

エ

ン

　

ニ

ヤ

ク

ト

ヲ

し

又
火
焔
常
焼
レ
道
者
即
（
1
8
オ
4
）
　
（
文
明
本
・
信
巻
本
）

一

　

ク

　

ヲ

主

又
火
焔
常
焼
レ
道
者
即
（
1
8
オ
6
）
　
（
慶
長
本
・
信
巻
本
）

又
、
坂
東
本
で
「
ハ
」
と
あ
る
箇
所
を
「
ト
ハ
」
と
付
訓
す
る
例
が
真
宗
寺
本
と
文
明
本
に
存
す
る
。

事
物
指
示
の
表
現
と
は
、
「
者
」
字
に
「
ヒ
ト
」
や
「
モ
ノ
」
と
い
っ
た
付
訓
が
さ
れ
て
、
主
に
具
体
的
な
事
柄
が
指
示
さ
れ
て
い
る
例
等

を
指
す
。

ノ

タ

マ

ヘ

リ

ト

キ

ノ

ラ

ノ

　

　

　

　

ノ

匝

仕

ク

ル

ト

　

　

　

　

一

言
下
　
如
二
是
一
等
類
大
威
徳
者
能
生
中
広
大
異
門
上
（
9
0
・
7
）
　
（
板
東
本
）

マ

ヘ

リ

　

　

キ

　

ノ

　

ラ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

レ

い

　

ク

　

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

一

言
下
　
如
レ
是
等
類
大
威
徳
者
能
生
中
広
大
異
門
l
　
（
9
オ
1
）
　
（
真
宗
寺
本
・
信
巻
末
）

ヘ

リ

　

　

キ

　

ノ

　

ラ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

レ

い

　

ク

　

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

言
三
　
如
是
等
類
大
威
徳
者
能
生
二
広
大
異
門
一
（
8
ウ
6
）
　
（
文
明
本
・
信
巻
末
）

玉

ヘ

リ

ト

　

　

　

ラ

ノ

　

　

　

　

ノ

粍

ク

ン

ト

　

　

　

　

ニ

言
下
　
如
レ
是
等
類
大
威
徳
者
能
生
中
広
大
異
門
上
（
9
オ
1
）
　
（
慶
長
本
・
信
巻
末
）

右
の
例
で
は
、
坂
東
本
と
慶
長
本
と
で
「
ヒ
ト
」
と
付
訓
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
、
真
宗
寺
本
と
文
明
本
と
で
は
「
（
モ
）
ノ
バ
」
と
付
訓
さ



れ
て
い
る
。

接
続
の
表
現
と
は
、
「
者
」
字
に
接
続
助
詞
「
バ
」
を
付
訓
し
て
条
件
表
現
を
表
し
て
い
る
例
を
指
す
。

シ
　
　
サ
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ヲ
　
巨
　
　
　
　
モ
チ
ヰ
テ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
こ
　
ナ
シ
タ
マ
ヒ
シ
ヲ

又
若
起
二
善
三
業
一
者
必
須
l
真
実
心
中
作
l

シ

　

サ

　

ノ

　

　

　

　

ヲ

．

1

い

　

　

　

モ

チ

ヰ

テ

　

　

　

　

　

　

ノ

　

二

　

ナ

シ

芋

シ

ヲ

又
若
起
二
善
三
業
一
者
必
須
二
真
実
心
中
作
一

シ
　
オ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
レ
　
　
　
　
モ
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
一
シ
玉
シ
ヲ

又
若
起
二
善
三
業
一
者
必
須
二
真
実
心
中
作
一

シ
　
　
サ
ハ
　
ノ
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
モ
チ
イ
テ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ニ
　
ナ
シ
タ
マ
イ
シ
ヲ

又
若
起
二
善
三
業
l
者
必
須
下
真
実
心
中
作
上

（
1
8
・
2
）
　
（
板
東
本
）

（
9
オ
2
）
　
（
真
宗
寺
本
・
信
巻
本
）

（
9
オ
1
）
　
（
文
明
本
・
信
巻
本
）

（
9
オ
3
）
　
（
慶
長
本
・
信
巻
本
）

右
の
例
に
お
い
て
坂
東
本
で
は
、
接
続
助
詞
「
バ
」
が
「
者
」
字
の
右
傍
に
付
訓
さ
れ
て
い
る
が
、
慶
長
本
で
は
「
者
」
字
の
直
前
に
訓

読
さ
れ
る
「
起
」
字
に
「
バ
」
が
付
訓
さ
れ
て
、
「
者
」
字
は
不
読
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
用
例
か
ら
も
、
坂
東
本
と
は
異
な
る
訓
読
が
存
す
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
異
同
が
諸
本
の
如
何
な
る
箇
所
に
、
ど
の

程
度
現
れ
て
い
る
の
か
を
分
類
に
従
っ
て
整
理
し
た
も
の
が
以
下
の
表
三
か
ら
表
五
で
あ
る
。

先
ず
、
「
提
示
説
明
の
表
現
」
　
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

表
三
　
「
教
行
信
証
』
巻
三
各
資
料
間
に
お
け
る
「
者
」
字
提
示
説
明
の
表
現
に
関
す
る
訓
読
の
一
覧

中
世
に
お
け
る
『
数
行
信
証
』
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
八

四
資
料
共
通

四
資
料
で
訓

異
な
る
可
能

読
が

性
の
ぁ
る
例

の
訓
読

大言
代
表

次
言

代
表

若信一西住不元 的 不欲 的
不、レ者岸持退仏得 漠 得生 漠
生者実誠者楽転性罪至 字 一七者 字
者則義者日月者者著者者 列 者者者則 列

＼ノ ノ ′
r
ノ lヽノ ＼ノ ＼ノ ＼ノ ヽヽノ

ズ
～

ハ

坂
東
本 無

表
記

ニ
ハ

…

ニ
ハ

ニ
ハ

ズ
～

ハ

坂
東
本

無
表
記 ＼ノ

ニ
ハ ニ

ノ

（ナ
）タ

ン
～
バ

ヲ
バ ＼ノ ＼ノ ＼ノ ヽノ

ニ
ハ

ト

ハ

ズ
～

ハ

真
宗
寺
本

ヽノ こ

ズ
～

ハ

真
宗
寺
本

ハ

…

（
モ
）
ノ

（ナ
ク
）
ン

バ
～

［者
］

ヲ
バ ＼ノ

ト

ハノ ．ヽノ
ニ
ハ

ト

ハ

ズ
～

ハ

文
明
本

×
ニ
ハ

ニ
ハ

ズ
～

ハ

文
明
本

ノ ノ ト ノ

ハ
～

［者
］

ト

ハ ＼ノ ヽノ

巳
然
形
～
バ

慶
長
本

無
表
記 ＼ノ ヽノ ヽノ

慶
長
本

1 1 1 1 1 2 5 1 2 1 1 5 2 1 62 9Cu1 52 1

∩フ33 8228300



四
資
料
で
訓
読

坂
東
本
と
の
異

同 が

数 異

な

る
例

欲

回
作

Hu’か
Ar

之
Lr・U

止行

若安求可仏

欲、レ一言湿焼見道道n＝「
巨

学起生路者五心道不道浄可捨行可
行行者者五逆者者捨者土信者者者
者者P日

－
則逆者PR属日月者ロ甘小

者者ロ白いロ月日日♪

連

体

連

体

形

連

体

形 連 連

体

形

連 遵 遵

無 無 無 無 無

終

＼ノ

形 ＋ 体 体 体 体 止

＋ オ オ 形 形 形 形 形

オ 表
＿

表
＿

表
＿

表
＿

表

＿†ノ バ

ニ
連

体

形

ヾノ ＼ノ ＼ノ ＼ノ ＼ノ lヽノ 記 記

…

連

記

…

無

記 記 ノ

11

連

体

連

体

形 連

体

形

連

体

形

終

止

形

連

体

終

止

形

＼ノ

無 無

終

ン

形 ＋ ＋ ＋ 形 ＋ 体 止

十 ヲ
′

ヲ ト ト 形 形

ヲ
ノ

ヲ
′

表

＿

表

l

表

＿ヾノ †ノ †ノ ノ ＼ノ ハ

…

終

止

†ノ ＼ノ ヽヽノ 記 記 記 ノ ヽノ

91

連 連 連

連

体

形

連

体

形 連

終

止

ト

連

体

×

血

連
体

形

ン

体

芳

体

技

体

形
～

（

形

＋

体

形

形

十
～

（形

＋

形

i
／i モ

）
ト

／i ト 形 モ
）

ヲ
ノ

ヲ ヲ
′

／
i ノ ヲ

′

…表

＿
ノ

†ノ †ノ †ノ ノ ＼ノ ノ ヾノ ＼ノ ＼ノ ＼ノ ニ 記
．ヽノ ．ヽノ

12

連

体

形

＋

「
ヲ

バ

連

体

形

＋
ヲ

「
ヲ

バ
～

連

体

形
～

「
ヲ

バ

巳
然

形

＋
バ

連

体

形

連

体

形

連

体

形

終

止

形

＋
ト 鎚 蝕 怨

ノ

ト

終

止

形

～
怨

「
ヲ

モ

ハ
ハ

～

［
者

／i ／～ ／i …表

＿

…表

＿

州表

＿

…表

＿

［者

］ノ」 †ノ］」 ＼ノ」 ノ ＼ノ ノ ＼ノ ノ 記 記 記 ，ヽノ 記
」

1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1

53812

．

注
　
（
　
）
は
補
読
、
～
は
途
中
略
、
十
は
語
の
連
続
、
「
　
」
は
左
傍
訓
、
［
者
］
は
者
字
の
不
読
、
×
は
「
者
」
字
が
な
い
も
の
、
割
合
＝
各
用
例
数
の
計
／
「
者
」
提
示
説
明
の
表
現
の
全
体
数

中
世
に
お
け
る
『
教
行
信
証
』
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同

二
六
九
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二
七
〇

表
三
は
、
提
示
説
明
の
表
現
に
お
い
て
四
資
料
間
の
訓
読
を
異
同
の
あ
る
例
と
、
な
い
例
、
更
に
、
付
訓
が
充
分
で
な
く
、
訓
読
が
異
な

っ
て
い
る
か
ど
う
か
判
断
出
来
な
い
例
の
三
つ
に
分
け
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
四
資
料
の
間
で
異
同
の
存
す
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
訓
読
を
上
か
ら
年
代
順
に
掲
げ
た
。
訓
読
の
異
同
の
生
じ
方
が
四
資
料
で
同
じ
も
の
は
ま
と
め
て
そ
の
用
例
数
を
右
に
示
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
書
写
年
代
が
降
っ
た
資
料
で
あ
る
慶
長
本
に
、
最
も
坂
東
本
と
異
な
る
訓
読
が
現
れ
る
こ
と
が
指
摘
出
来
る
。
表
左
の

「
坂
東
本
と
の
異
同
数
」
に
認
め
ら
れ
る
如
く
、
書
写
年
代
が
降
る
も
の
に
異
同
数
が
多
い
。
具
体
的
に
は
、
時
代
の
降
る
資
料
に
「
者
」

字
の
不
読
例
や
、
逆
に
「
ハ
」
と
訓
ん
で
い
た
も
の
を
「
モ
ノ
」
と
訓
む
例
等
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
衷
に
、
書
写
年
代
が
正
確
に
特
定
で
き

な
い
西
蓮
寺
本
（
後
掲
）
な
ど
と
の
比
較
の
結
果
を
重
ね
合
わ
せ
れ
ば
、
「
ト
イ
フ
ハ
」
を
付
訓
す
る
例
の
増
加
な
ど
が
見
ら
れ
、
異
同
の
割

合
も
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。
四
資
料
に
限
っ
た
、
提
示
説
明
の
表
現
に
お
け
る
訓
読
の
異
同
の
割
合
は
一
二
・
八
％
で
、
各
表
現
中
二
番
目

に
多
い
。

次
に
、
「
事
物
指
示
の
表
現
」
に
つ
い
て
一
覧
す
る
。

表
四
　
『
教
行
信
証
』
巻
三
各
資
料
間
に
お
け
る
「
者
」
字
事
物
指
示
の
表
現
に
関
す
る
訓
読
の
一
覧



坂 四 四異
東 資 資な

本
と
の
異
同

料

で
異
な
る

る
可
能
性
の
ぁ

料

で
訓
読
が

数 訓 る
読 例

和
英 大

代
表
的

重 指
者

径
於

売
上
常
見
者

何

為

不 不 於

修

習
捏

得
聞

代
表
的

頭 威 漢 説 放 放 放 架 是 漢
燃 徳 字 造 法 逸 逸 逸 道 語 字
者 者 列 者 者 者 者 者 者 者 者 者 列

連
体
形

～

ヒ

坂
東

連
体
形

連
体
形

連
体
形

i （モ

ナ

ニ
（モ （モ

（モ （モ

坂
東

（モ
）
ノ

本 ＋
モ
ノ

（モ
）
ノ

（モ
）
ノ

ヒ
ト

〉
ノ

）
ノ
ヵ

ノ
）

）
ノ

）
ノ

（モ
ー
ノ

（モ
）
ノ

本

ト ニ ．ヽノ ト

ー

（

ハ

…

（

ニ

1

連
体
形
～
（

〈

真
宗

連
体
形
（

連
体
形
（

連
体
形
～
（ ヒ

（

ナ

ニ
〈 （ （ （

真
宗

モ 寺 モ モ モ モ モ モ モ 寺

モ
）
ノ

）
ノ

本 モ
）
ノ

モ
）

モ
）
ノ

ト ノ
）

）
ノ
ヵ

ノ
）

）
ノ

）
ノ

）
ノ

ヽ

）
ノ

本

ノ ノ こ ノ ト ヲ ニ

（モ

ヽヽノ

1

連
体
形

～ 〈モ

文
明

連
体
形

連
体
形

連
体
形 （ヒ 〈モ

ナ

ニ
（モ （モ （モ （モ

文
明

（モ
）
ノ

）
ノ

本 （モ
）
ノ

＋
モ
ノ

i

モ
ノ

）
ト

）
ノ

）
ノ

）
ノ

）
ノ

）
ノ

（モ
）
ノ

）
ノ

本

ヽノ こ ヽノ カ ト ヽヽノ ニ ＼ノ

1

終
止
形
～

〈

慶
長
本

連
体
形

＋

連
体
形

（

連
体
形
～

（ ヒ
〈
モ
）

ナ

ニ
（
モ
ノ
）

（
モ

（モ （モ

（モ
）
ノ
ヲ

（
モ
）

慶
長
本

モ
）
ノ

ヒ
ト

モ
ノ

モ
）
ノ

モ
）
ノ

ト

ニ

ノ

バ

ヲ
ヵ

ノ
）
ト

ノ
）
ハ

ノ
）
ニ

シ
テ

ノ

バ

1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1

213213Ou1

大
部
分
の
訓
に
異
同
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
四
資
料
で
訓
読
の
異
な
る
例
の
割
合
が
、
三
・
一
％
と
低
い
こ
と
か
ら
も
う
か
が

え
る
。
少
数
で
は
あ
る
が
異
同
例
を
指
摘
す
る
と
、
真
宗
寺
本
と
文
明
本
と
に
は
、
坂
東
本
で
「
ヒ
ト
」
訓
で
あ
る
箇
所
が
「
モ
ノ
」
訓
に

な
っ
て
い
る
例
が
兄
い
だ
せ
る
。

次
に
、
「
接
続
の
表
現
」
　
に
つ
い
て
一
覧
す
る
。

中
世
に
お
け
る
　
『
教
行
信
証
』
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同

二
七
一
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二
七
二

表
五
　
『
数
行
信
証
』
巷
三
各
資
料
間
に
お
け
る
「
者
」
字
接
続
の
表
現
に
関
す
る
訓
読
の
〓
覧

異
な

訓

読
が

眠
性
の
ぁ

通

の
る 訓

＿訓 る ．
読 例

修
念
仏
三
昧
者

願
生
安
楽
固
着

不
勉
死
者

言
群
賊
悪
獣
詐
親
者
即

若
起
善
三
業
者

何
者

代
表
的
漢
字
列

願
生
天
童
寿
国
者

不
断
者

破
壊
衆
生
諸
悪
心
者

代
表
的
漢
字
列

巳
然

巳
然

巳
然

無
表

未
然

ン
ト 坂

巳
然

巳
然

無
表 坂

己
然
形
～

、

未
然
形
＋
、

未
然
形
～

、

ン
ト
ナ
ラ
、

（シ
ヵ
ー
レ
。

（シ

坂
東

形 形 形 記 形 ナ 東 形 形 記 東

～

バ

～

バ

i
バ

i
バ

～
バ

レ
バ

本 i

バ

～

バ

～

バ

本

連
体
形
～

（

連
体
形

～

ズ
～

未 末 ン
真
宗 無 無 未

真
宗

（ 然 然 ト 寺 表
＿

表
＿

然 寺 本
モ
）
ノ

モ
）
ノ

形
～

。

形
～
。

ナ
レ
。

席 記
～

。

記
～

。

形
～

。

本 ’
真
宗
寺
本

・
文
明

＼ノ ＼ノ ノ 、ヽノ 1ヽノ H
ヽ

ノ 、ヽノHヽノ ハ

…

末

）
ヵ

ル
ト
ナ
ラ
。

連
体
形

～

連
体
形

i

ズ
～

無 末 ン
文
明

×

巳
文
明

（
モ
）
ノ

バ

（
モ
〉
ノ

バ

表
記
～

バ

然
形
～
バ

ト
ナ
ラ
バ

本
然
形
～
バ

…

巳
然
形
～
バ

然
形
～
バ

本
バヽノ 1ノ †ノ ＼lノ l．ヽノ ヽノ 本

・
慶
長
本

連
体
形
～

ハ

巳 巳

未
然
形

＋

…
未
然
形

＋ ン
慶

巳
然
形
～

バ

無
慶

然
形
～

バ

然
形
～

バ

バ
～

［者
］

バ
～

［者
］

ト
ナ
レ
バ

長
本

川表
記
～
バ

長
本

1 1 1 1 3 1 1 1 1 4 7 9 1 1 1 用
例

数

367 計噺措32195



坂
東
本

と
の
異
同
数

若
生

腐
生
彼
安

獲
得
金

専
念
弥

彼 楽 剛 陀
不 国 浄 真 名
生 者 土 へい 者
者 ロ日

♪
者 者 n日月

巳 巳 己 巳 巳
然 然 然 然 然
形 形 形 形 形

ヾノ †ノ ヾノ ヾノ †ノ

8

巳 連 連 遵 連

然 体 体 体 体

形 形 形 形 形

バ

…

ズ

ハ

‥

巳

ヽノ 、ヽノ ＼ノ

8

遵 連

連
体
形

も
妖 （州形 形 形 モ

）
ノ

＼ノ ヾノ ＼ノ lヽノ ハ

lI
己
然
形

＋
バ

i

9

ズ

巳
然
形

無
表
記 無

表 ［者
］ノ ヾノ ヽノ 記

1 1 1 1 1

31333

表
五
か
ら
、
「
者
」
字
の
接
続
の
表
現
に
関
わ
る
訓
読
は
、
そ
の
異
同
の
用
例
数
に
お
い
て
は
提
示
説
明
の
表
現
ほ
ど
は
な
い
も
の
の
、
異

同
し
て
い
る
率
は
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
四
資
料
で
異
な
る
訓
読
が
三
三
・
三
％
あ
り
、
他
の
表
現
に
お
け
る
異
な
る
訓
読
の
あ
る
比

率
と
比
較
し
て
も
、
最
も
割
合
が
大
き
い
。
異
な
る
訓
読
法
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
者
」
字
を
不
読
と
す
る
例
が
慶
長
本
に
見
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
適
時
的
に
排
列
し
た
四
資
料
を
比
較
す
る
と
、
最
も
後
に
書
写
さ
れ
た
慶
長
本
に
「
者
」
字
に
関
す
る
訓
読
の

異
同
が
多
く
見
ら
れ
る
。
特
に
、
提
示
説
明
の
表
現
に
用
例
が
多
い
。
し
か
し
、
各
表
現
内
で
の
異
同
の
比
率
か
ら
は
、
む
し
ろ
接
続
の
表

現
に
お
い
て
差
が
現
れ
て
い
る
。

次
に
、
「
者
」
字
の
訓
読
の
異
同
が
生
じ
た
原
因
を
考
察
す
る
と
、
一
つ
に
は
、
書
写
さ
れ
た
時
代
が
降
る
に
従
い
、
訓
読
が
承
け
伝
え
ら

れ
に
く
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
即
ち
、
時
代
と
共
に
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
表
記
の
面
で
返
り
点
な
ど
に
は
そ

「〓」

の
傾
向
が
見
ら
れ
、
既
に
そ
の
点
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
仮
説
と
し
て
は
、
親
鸞
自
身
が
推
敲
す
る
過
程
で
『
教
行
信
託
』

に
は
幾
つ
か
の
系
統
が
生
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
系
統
間
で
書
写
さ
れ
る
訓
読
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
一

見
適
時
的
に
見
え
る
訓
読
の
異
な
り
が
、
実
は
系
統
間
に
お
け
る
訓
読
の
異
な
り
に
す
ぎ
な
い
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
検
討
に
お

中
世
に
お
け
る
　
『
数
行
信
証
』
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同
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い
て
、
以
下
の
理
由
に
よ
り
系
統
間
で
訓
読
が
違
う
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
は
薄
い
と
考
え
る
。

二
七
四

先
の
坂
東
本
と
の
比
較
に
お
い
て
慶
長
本
に
最
も
多
く
訓
読
の
異
同
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
慶
長
本
の
系
統
に
は
、
他
に
も
複

数
の
写
本
が
存
す
る
。
特
に
、
中
山
寺
本
は
慶
長
本
と
同
一
の
奥
書
を
有
し
て
お
り
、
祖
本
を
同
じ
く
す
る
等
、
非
常
に
近
い
関
係
の
資
料

（12）

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
資
料
間
に
お
け
る
「
者
」
字
に
関
す
る
訓
読
に
は
異
な
り
が
見
ら
れ
る
。

慶
長
本
と
中
山
寺
本
と
を
比
較
す
る
と
訓
読
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。
以
下
に
、
異
同
の
一
部
を
示
す
。
用
例
は
上
段
が
慶
長
本
、
下
段
が

中
山
寺
本
の
例
で
あ
る
。

（
慶
長
本
・
行
巻
）

ス

　

　

　

　

　

l

l

H

　

　

レ

不
レ
爾
者
我
不
二
作
仏
一
（
4
オ
1
）

（
中
山
寺
本
・
行
巻
）

ス

ハ

　

　

　

ー

　

レ

　

シ

　

　

　

セ

不
レ
爾
者
我
不
二
作
仏
一
（
4
オ
1
）

如
三
得
二
初
果
畜
如
三
人
得
二
須
陀
垣
道
一
（
8
ウ
5
）
走
塁
得
ガ
準
割
れ
三
大
梨
嶽
陀
海
道
l
（
8
ウ
5
）

シ

　

ル

カ

　

　

ヲ

し

l

シ

　

ノ

カ

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

如
二
大
乱
れ
料
未
レ
滅
者
　
（
9
オ
4
）
　
　
机
下
大
軋
れ
乱
も
レ
乱
熱
（
9
オ
4
）

モ
ノ
ハ

シ

　

　

　

　

　

ス

　

　

　

ヲ

．

．

1

レ

多
歓
喜
d
念
二
諸
仏
t
者
（
1
0
オ
5
）

シ
テ
マ
シ
マ
サ
ス
　
ク
　
　
タ
ル
し

三
界
第
一
無
二
　
能
勝
者
l
　
（
1
0
ウ
1
）

セ

　

　

　

ノ

　

　

　

ヲ

l

l

レ

念
二
諸
仏
大
法
者
一
（
1
0
ウ
2
）

ス

シ

　

　

　

　

ス

ト

イ

フ

　

　

ノ

．

レ

ー

多
二
歓
喜
－
念
二
諸
仏
一
者
（
1
0
オ
5
）

こ
シ
テ
マ
サ
ス
　
ク
　
　
ル
　
k
．
け

三
　
界
第
一
無
l
l
能
勝
者
l
　
（
1
0
ウ
1
）

セ

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

ヲ

．

1

い

念
二
諸
悌
大
法
一
者
（
1
0
ウ
2
）



担
希
軋
衛
l
刹
（
1
1
オ
2
）
　
　
　
　
　
粂
希
軋
箪
劃
（
1
1
オ
2
）

シ

　

　

　

　

ノ

　

　

ー

ラ

ン

カ

　

　

　

　

コ

ヒ

　

　

　

　

　

シ

　

ケ

レ

　

　

　

　

ノ

　

　

ー

い

ラ

ム

カ

　

ノ

　

　

　

ヒ

若
無
二
転
輪
王
相
一
者
無
小
如
レ
是
喜
上
（
1
2
ウ
1
）
若
下
無
二
転
輪
王
相
一
者
無
巾
如
レ
是
喜
上
（
1
2
ウ
1
）

ノ

ソ

ヤ

今
説
何
朝
（
1
2
ウ
6
）

ン

ト

ナ

レ

ハ

シ

　

　

　

　

ニ

　

カ

何
司
1
－
如
t
l
華
厳
経
云
l
　
（
2
4
オ
2
）

γ
ラ
ン
　
ト
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
ッ
子
ン

同
線
去
剖
早
相
尋
　
（
3
7
ウ
6
）

こ

　

　

タ

ル

ー

レ

更
無
二
過
者
一
（
5
5
ウ
2
）

ノ

　

　

　

ニ

モ

ノ

ソ

今
説
何
剖
－
（
1
2
ウ
6
）

ン

ト

ナ

ラ

ハ

シ

　

　

　

　

ニ

　

カ

何
剖
「
如
二
華
厳
経
云
一
（
2
4
オ
2
）

ラ
ム
ヒ
ト
　
　
ク
　
ヒ
　
子
ム

同
線
去
朝
早
菅
等
（
3
7
ウ
6
）

こ

　

　

タ

ル

．

忙

．

廿

更
無
二
過
者
一
（
5
5
ウ
2
）

（13）

又
、
高
田
室
町
末
期
本
と
呼
ば
れ
る
「
不
も
高
田
慶
長
本
と
、
同
じ
系
統
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
高
田
室
町
末
期
本
と
、
慶
長
本
を
比

較
し
て
も
、
訓
読
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
異
同
の
一
部
を
以
下
に
掲
げ
る
。

（
慶
長
本
・
行
巻
）

ケ

レ

　

　

ク

し

無
二
過
答
一
者
（
7
ウ
5
）

机
二
大
乱
れ
一
丸
末
レ
減
矧
ハ
（
9
オ
4
）

マ
シ
マ
サ
ス
　
ク
　
　
タ
ル
l
l
レ

無
l
l
　
能
勝
者
一
（
1
0
ウ
1
）

ス

　

　

　

ノ

　

ヲ

　

ー

念
二
希
有
行
一
者
（
1
1
オ
2
）

（
高
田
室
町
末
期
本
・
行
巻
）

鮎
二
莞
一
割
（
7
ウ
5
）

ト

カ

ト

カ

シ

　

　

ノ

　

ハ

　

ノ

　

タ

　

．

－

レ

＼

如
四
大
海
水
余
席
二
滅
壷
三
（
9
オ
4
）

マ
シ
マ
サ
ス
　
ク
　
　
タ
ル
虹
．
廿

無
二
　
能
勝
者
一
（
1
0
ウ
1
）

ス
ト
イ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
．
レ
l

念
二
希
有
行
l
者
（
1
1
オ
2
）

中
世
に
お
け
る
『
教
行
信
証
』
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同
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二
七
六

更
に
、
同
じ
八
冊
本
系
統
の
真
宗
寺
本
を
見
て
も
慶
長
本
と
全
同
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
「
者
」
字
に
関
し
て
同
一
系
統
内
部
で
均
質
な
訓

読
法
を
伝
承
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
慶
長
本
に
見
ら
れ
る
訓
読
の
異
同
は
、
系
統
に
よ
る
訓
読
の
異
同
を
反
映
し
た
も
の
以
外
の
要
因
に
よ
っ
て
生
じ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

「
者
」
字
に
関
す
る
訓
読
の
異
同
は
、
四
資
料
間
の
比
較
に
お
い
て
は
、
慶
長
本
に
最
も
顕
著
に
現
れ
た
が
、
調
査
対
象
資
料
を
拡
げ
る
と

他
に
も
坂
東
本
と
は
異
な
る
「
者
」
字
の
訓
読
法
を
有
す
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

六
冊
本
の
大
楽
寺
本
系
の
一
本
に
西
蓮
寺
本
が
存
す
る
。
こ
の
資
料
は
滋
賀
県
草
津
市
上
寺
町
西
蓮
寺
の
本
と
さ
れ
る
。
書
写
年
代
は
南

（14）

北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
初
期
と
さ
れ
る
。
こ
の
資
料
の
巻
二
に
見
ら
れ
る
「
者
」
字
の
訓
読
法
は
、
坂
東
本
と
は
大
き
く
異
な
る
。
先
に

検
討
し
た
諸
本
の
い
ず
れ
の
比
較
よ
り
も
訓
読
の
異
な
り
幅
は
大
き
い
。
特
に
、
提
示
説
明
の
表
現
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
訓
読
を
見

せ
る
。

（
坂
東
本
・
行
巻
）

大
行
劃
（
1
5
・
3
）

こ故
清
浄
者
（
2
8
・
5
）

セ

　

　

　

ノ

　

　

　

ヲ

【

「

け

念
二
諸
仏
大
法
一
者
（
3
4
・
5
）

ノ

　

　

ノ

念
必
定
諸
菩
薩
者
（
3
5
・
2
）

定
心
者
（
3
9
・
1
）

（
西
蓮
寺
本
・
行
巻
）

ト
云
　
巨

大
行
者
（
1
オ
4
）

こ
　
　
　
ト
云
－
い

故
清
浄
者
（
8
ウ
5
）

セ

（

ス

ト

云

ハ

）

　

　

ノ

　

　

ヲ

ー

レ

ー

念
二
　
　
諸
仏
大
法
一
者
（
1
1
ウ
2
）
「
ス
ト
云
ハ
」
は
別
肇

ズ
ト
云
ハ
　
　
　
　
ノ
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ヲ
ー
レ
l

念
二
　
必
定
諸
菩
薩
l
者
（
1
1
ウ
5
）

ト
云
　
l
い
－

定
心
者
（
1
3
ウ
3
）



云
l
l
い

壇
上
者
（
3
9
・
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
上
者
（
1
3
ウ
4
）

西
蓮
寺
本
に
見
ら
れ
る
訓
読
法
は
「
者
」
字
の
提
示
説
明
の
表
現
に
お
い
て
「
ト
イ
フ
ハ
」
を
頻
用
し
、
そ
の
点
で
坂
東
本
と
異
な
る
。

又
、
室
町
時
代
写
で
あ
る
と
さ
れ
る
寿
福
院
本
で
は
、
接
続
の
表
現
に
お
い
て
「
ズ
ン
バ
⊥
者
］
」
の
用
例
や
「
ト
イ
フ
～
（
モ
）
ノ
バ
」

等
の
、
坂
東
本
に
は
僅
少
な
訓
読
法
の
例
が
多
数
見
出
せ
る
。
「
ズ
ン
バ
～
［
者
］
」
の
用
例
は
、
「
者
」
字
の
傍
に
語
が
付
訓
さ
れ
ず
、
接
続

助
詞
「
バ
」
は
直
前
に
訓
読
さ
れ
る
漢
字
に
付
訓
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
又
、
「
ト
イ
フ
～
（
モ
）
ノ
バ
」
と
は
、
「
者
」
字
に
「
モ
ノ
」

と
直
接
に
訓
読
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

本
節
に
お
け
る
検
討
を
ま
と
め
る
と
、
「
者
」
字
に
関
す
る
訓
読
は
、
提
示
説
明
の
表
現
や
接
続
の
表
現
に
お
い
て
異
同
が
最
も
顕
著
に
見

ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
更
に
、
こ
れ
ら
の
異
同
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
慶
長
本
や
中
山
寺
本
な
ど
の
比
較
の
結
果
を
見
る
限
り
、
系
統

間
の
異
同
の
反
映
と
い
う
こ
と
以
外
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
又
、
慶
長
本
が
特
異
な
訓
読
を
し
た
可
能
性
も
あ
っ
た
が
、
書
写
年
代
の
明

確
で
な
い
他
の
資
料
に
お
い
て
「
者
」
字
の
訓
読
法
の
異
同
が
見
出
さ
れ
、
慶
長
本
以
外
に
も
異
同
の
幅
の
大
き
な
資
料
が
存
す
る
こ
と
を

（15）

指
摘
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
異
同
の
要
因
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
未
だ
充
分
な
解
答
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

五
、
お
　
わ
　
り
　
に

以
上
、
坂
東
本
と
そ
の
他
の
諸
本
と
の
比
較
を
通
し
て
「
者
」
字
に
関
す
る
訓
読
に
特
に
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
、

な
ぜ
他
の
助
字
で
は
な
く
「
者
」
字
に
異
同
が
見
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
現
在
、
充
分
に
考
え
を
つ
く
し
て
は
い
な
い
。
但
、
『
教
行
信
証
』

（16）

の
助
字
の
用
例
数
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
と
、
「
者
」
字
の
用
例
数
が
圧
倒
的
に
多
い
。
又
、
『
教
行
信
証
』
の
写
本
に
は
漢
文
を
訓
み
下
し

た
延
吉
本
と
呼
ば
れ
る
資
料
群
が
存
し
て
お
り
、
今
回
の
検
討
で
は
現
れ
な
か
っ
た
が
、
延
書
本
の
写
本
問
で
訓
読
を
比
較
す
る
と
、
「
而
」

中
世
に
お
け
る
『
教
行
信
証
』
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同
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（17）

字
の
訓
み
方
に
違
い
が
あ
る
と
い
う
論
も
存
す
る
。
そ
れ
ら
を
考
え
る
と
、
今
回
の
結
果
は
、
主
と
し
て
「
者
」
字
の
用
例
数
の
多
さ
に
支

え
ら
れ
て
現
れ
た
事
象
で
あ
り
、
『
教
行
信
証
』
写
本
間
の
全
文
比
較
を
行
っ
た
場
合
や
、
『
教
行
信
証
』
以
外
の
資
料
を
対
象
と
し
た
場
合
、

別
の
助
字
に
も
訓
読
法
に
変
化
が
存
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

黄
後
に
「
者
」
字
の
如
何
な
る
用
法
に
お
い
て
異
同
が
多
く
存
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
付
言
す
る
と
、
異
同
の
用
例
数
で
は
、
提
示
説
明

の
表
現
に
多
く
存
し
、
表
現
内
で
の
異
同
の
存
す
る
割
合
で
は
、
接
続
の
表
現
に
多
く
存
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
表
現
に
よ
っ
て
異
同
の

現
れ
方
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
何
ら
か
の
問
題
が
存
す
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（18）

中
世
に
お
け
る
『
教
行
信
証
』
　
の
伝
授
、
書
写
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
奥
書
や
他
の
資
料
に
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
訓
読
な

ど
の
言
語
面
に
関
す
る
あ
り
方
に
は
あ
ま
り
多
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
今
回
の
検
討
の
結
果
、
訓
読
は
全
く
変

化
す
る
こ
と
な
し
に
承
け
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
表
記
を
中
心
と
し
て
、
助
字
や
実
字
や
読
添
語
の
訓
読
語
等
に
改
変
さ
れ
た
部
分

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

注（
1
）
　
中
田
祝
夫
氏
『
改
訂
版
　
古
鮎
本
の
国
語
学
的
研
究
　
総
論
篇
』
　
（
勉
誠
社
　
昭
和
五
十
四
年
）
、
小
林
芳
規
氏
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍

訓
謡
の
図
譜
史
的
研
究
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
　
昭
和
四
十
二
年
）
、
そ
の
他
、
石
塚
暗
通
氏
「
訓
点
語
研
究
　
今
後
の
展
望
」
　
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資

料
」
九
十
三
輯
　
平
成
六
年
）
　
に
中
世
以
降
の
訓
読
語
研
究
の
問
題
点
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。

（
2
）
　
重
見
一
行
氏
『
数
行
信
叢
の
研
究
』
　
（
法
蔵
館
　
昭
和
五
十
六
年
）
　
の
記
述
を
参
照
し
た
。

（
3
）
　
清
岡
孝
昭
氏
「
西
本
願
寺
本
「
教
行
信
証
文
類
」
成
立
考
」
　
（
帯
広
大
谷
短
期
大
学
紀
要
　
第
三
号
　
昭
和
四
十
年
）
参
照
。
注
3
の
論
に
お
い

て
、
『
教
行
信
証
』
板
東
本
は
親
鸞
自
筆
の
草
稿
本
で
あ
り
、
親
鸞
が
晩
年
ま
で
加
筆
修
正
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
改
稿
の
そ
れ
ぞ
れ
の
過
程
に
お

い
て
幾
つ
か
書
写
さ
れ
た
も
の
が
存
し
、
そ
れ
ら
が
複
数
の
系
統
を
な
す
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
差
異
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
た
め
、
試
み
に
巻
二
の
み
に
限
定
し
て
行
っ
た
。
巻
二
は
、
丁
数
で
計
算
す
る
と
『
数
行
信
証
』
全
巻
の
約
四
分
の



這
相
当
す
る
。
尚
、
「
者
」
字
の
訓
読
の
調
査
に
関
し
て
は
巻
二
と
巻
三
を
対
象
と
し
た
。
『
教
行
信
託
』
坂
東
本
の
本
文
は
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集

成
』
巻
二
二
（
法
蔵
館
昭
和
四
十
八
年
）
に
よ
る
。
用
例
を
掲
げ
る
場
合
は
、
頁
数
と
行
数
を
示
し
た
。

（
5
）
　
『
教
行
信
証
』
諸
本
の
比
較
に
は
、
重
見
二
行
氏
寄
贈
の
広
島
大
学
蔵
紙
焼
き
写
真
を
本
文
と
し
て
用
い
た
。

（
6
）
　
注
2
文
献
の
巻
末
、
写
本
目
録
参
照
。
書
誌
的
な
事
項
に
つ
い
て
も
同
目
録
参
照
。

（
7
）
　
注
3
参
照
。

（
8
）
　
注
2
文
献
の
目
録
並
び
に
本
文
の
記
述
を
参
照
し
た
。

（
9
）
　
注
2
文
献
、
「
第
二
章
坂
東
本
の
成
立
時
期
」
「
第
三
章
坂
東
本
の
改
訂
時
期
」
等
の
内
容
を
参
考
に
し
た
。

（
1
0
）
　
注
1
中
田
氏
文
献
、
小
林
氏
文
献
に
言
及
が
存
す
る
。

（
1
1
）
小
林
芳
規
氏
「
返
鮎
の
沿
革
」
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
五
十
四
輯
昭
和
四
十
九
年
）
。
又
、
注
2
の
文
献
の
中
に
も
記
述
が
あ
る
。

（
ほ
）
　
注
2
文
献
、
「
第
二
章
、
第
一
節
正
応
四
年
出
版
に
関
す
る
文
献
学
的
考
証
」
を
参
考
に
し
た
。

（
1
3
）
注
㍑
に
同
じ
。
尚
、
同
論
に
は
、
高
田
室
町
末
期
本
は
、
本
文
の
系
統
が
、
高
田
慶
長
本
や
中
山
寺
本
と
は
近
い
関
係
に
は
な
く
、
六
冊
本
系
統

の
専
修
寺
本
の
影
響
を
被
っ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
厳
密
に
は
同
じ
系
統
で
は
な
い
と
言
え
る
が
、
奥
書
に
同
一
の
も
の
を

有
し
、
形
態
が
共
通
で
あ
る
こ
と
か
ら
比
較
の
資
料
と
し
て
示
し
た
。

（
1
4
）
　
注
2
文
献
、
「
第
三
章
、
第
四
節
　
西
蓮
寺

本
に
関
す
る
考
察
」
等
を
参
考
に
し
た
。

（
琶
　
訓
読
の
違
い
の
要
因
と
し
て
、
一
誤
写
に

よ
る
も
の
、
二
　
漢
籍
な
ど
の
他
分
野
の
訓
読

法
の
影
響
、
三
　
教
義
や
解
釈
の
差
、
四
　
個

人
的
訓
読
の
改
変
、
等
が
考
え
ら
れ
る
。
一
の

誤
写
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
自
立
語
の
訓
読

の
違
い
な
ど
を
見
る
と
、
誤
写
で
あ
る
と
想
定

出
来
る
も
の
も
あ
る
が
、
単
純
な
誤
写
と
は
思

真
四証 一一】 一一ノ

『敏
行
言
証
』
の
巻

ニ
巻

信
巻

一打
巻土

巻
巻巻 巻巻

511 者 801 者 993 者 102 者

701 目安 76 如 062 ＝女 491 ＝rか
ハ

76 諸 36 也 932 之 121 諸 二
よ
り
巻

五
ま
で
の
助
字

の
働
き
を
含
む
漢
字
数

66 之 005 之 781 nu．
日い 021 之

74 也 33 諸 971 也 501 也

∩コ3 ロ日賦 23 日日
い

521 巳 67 ロ日山

52 於 72 而 911 諸 37 巳

22 巳 02 則 29 則 44 於

12 而 02 巳 08 末 53 則

01 未 51 於 67 於 32 当

01 当 11 当 67 而 32 而

9 則 9 未 06 当 31 爾

5 乎 4 耳 32 爾 11 乎

4 爾 3 焉 21 耳7 未

2 耳 3 爾 01 乎 7 将

2 焉 2 干 01 哉 7 耳

2 哉1 将 8 ム矢 4 哉

1 将1 奏 3 将 3 ム矢

0 輿 1 乎 1 欺2 焉

0 干 0 輿0 今1 干

0

0

英 0 耶0 耶0 輿

耶 0 欺0 焉 0 耶

0 欺 「0 0 干 0 欺

0 今 ㍉0 0 輿 0 号

中
性
に
お
け
る
『
教
行
信
証
』
諸
本
間
の
訓
読
の
異
同



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
〇

わ
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
四
の
個
人
的
な
訓
読
の
改
変
に
つ
い
て
は
、
慶
長
本
以
外
に
も
「
者
」
字
の
訓
読
の
違
い
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
現
段
階

で
の
見
通
し
と
し
て
は
個
人
的
一
回
性
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
む
し
ろ
二
や
三
な
ど
の
要
因
を
背
景
と
す
る
史
的
変
化
で
は
な
い
か
と
想

像
さ
れ
る
が
、
明
ら
か
に
す
る
に
は
言
葉
の
意
味
的
な
変
化
を
視
野
に
入
れ
た
広
い
調
査
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
1
6
）
　
前
貢
に
『
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
』
中
に
助
字
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
漢
字
が
『
教
行
信
証
』
に
何
例
存
す
る
か
一
覧
し
た
。
い
ず
れ
の
巻
に
お
い
て

も
「
者
」
字
の
用
例
数
が
最
も
多
い
。
尚
、
用
例
中
に
は
助
字
の
働
き
で
な
い
も
の
も
含
む
。

（
1
7
）
　
注
2
文
献
、
「
第
五
章
、
坂
東
本
の
成
立
過
程
（
2
）
」
　
（
三
七
五
頁
）
。

（
1
8
）
　
宮
崎
園
遵
氏
「
真
宗
に
お
け
る
聖
経
の
伝
授
」
　
（
龍
谷
大
学
論
集
四
百
号
四
百
一
号
　
昭
和
四
十
八
年
）
に
、
存
覚
の
『
一
語
期
』
応
長
元
年
（
二

十
二
歳
）
　
の
記
述
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
五
月
之
比
、
大
上
（
○
覚
如
）
御
下
向
越
前
国
、
則
奉
底
従
華
、
廿
余
日
御
居
住
大
町
如
道
許
、
奉
伝
授
教
行
証
之
間
、
依
御
与
奪
、
予
大
略
授

之
華
、
」

（
付
記
）
　
本
稿
は
、
平
成
十
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
集
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
並
び
に
、
そ
の
後
も
多
く

の
先
生
方
か
ら
有
益
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
併
せ
て
、
稿
を
成
す
に
当
た
っ
て
終
始
御
指
導
御
意
見
を
頂
い
た

室
山
敏
昭
先
生
・
松
本
光
隆
先
生
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。




